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ST600・JSB1000「サポートナンバーの 2006 ガイドライン」について 
2006 国内競技規則書 JSB1000 技術仕様（p133）・ST600 技術仕様（p148）6―6―5 項 
本項は、競技における安全性・公平性の維持には、コースサイドオフィシャルが車両識別が困

難である現状を改善する為に市販車クラス対象に 2006 より規定されたものです。 
 サポートナンバーについては、全日本選手権第 1 戦もてぎ大会での実態把握を踏まえ、以下のとおり

2006 年のガイドラインを定めました。（ガイドラインの運用は、本日以降の全日本ロードレース選手権

第 2 戦およびチャレンジカップ選手権・地方選手権においても適用されます。） 
１．適用クラス ：ST600・JSB1000 クラス全車両（全車種のシートゼッケンは識別できない為） 
２．サポートナンバーの貼り付け位置「アンダーカウル」は、各車種とも前後のタイヤの上端を結ぶ線

より下部と解釈します。（別紙車種別イラスト参照）尚、左右の位置はおおむね対称であること。  
３．色・サイズは 06’規則書記載の通りとします。 
４．適用時期 本日より 2006 年 12 月 31 日まで 
５．2007 年については、サポートナンバーの位置はアンダーカウル後部とします。（下図参照：詳細は

7 月頃にライディング等でお知らせします）2006 年についてもこの位置を推奨します。 
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HONDA CBR1000RR

YAMAHA YZF-R1(SP)

SUZUKI GSX-R1000

KAWASAKI ZX-10R

DUCATI 999



2006ST600車種別サポートゼッケンエリア
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HONDA CBR600RR

YAMAHA YZF-R6

SUZUKI GSX-R600

KAWASAKI ZX-6RR


